『農業支援･里山再生研究グループ』活動計画　　2003.11.29.

エコ･シビルエンジニアリング研究会『農業支援･里山再生研究グループ』山口 功
	研究課題Ⅰ
	持続的な農業支援のあり方を研究する。

⑴ 都市部における農業の存在意義を考える

⑵ 稲城をフィールドに実践方法を構築する

⑶ 農業支援による充実した貢献と満足を得る

	研究の目的
	現代都市社会において、農地や農業の存続に我々がどのように関われるか、また我々がどのように農業体験ができるかをテーマに実践を通して、方法論を構築する。

	研究の背景
	都市近郊の農業は、農地が都市的利用に転換されただけでなく、専業農家も減少し、また後継者問題も絡んで縮小傾向にある。都市住民と農家との間に、互いに得する良好な関係が期待される。

	研究着眼点

と結果整理
	⑴基礎編(農業の学習)

①農業の果たす社会的な意味をつかむ

　②農業生産物の流通を考える

　③農事ごよみの意味をつかむ

⑵応用編(フィールドの選択)

　①都心から近く農地が比較的多い稲城市をフィールドにする

　②農家とのコンタクトを取り,信用を得,良好な関係をつくる

　③会員を増やし安定した作業労力を確保する

⑶実践編(段階的実践)

　①基本的な農作業技術の習得をはかる実習をおこなう

　②後継者不足などの農地で農作業を支援する

　③年間通じて,農地を借り切り,農作業と生産をおこなう

	研究の成果
	⑴ 都市近郊農業の持続性の価値と存在意義をつかむ

⑵ 農作業に従事する会員個人の満足度を高める

⑶ 農業支援を通じて,社会支援･地域支援の貢献を果たす

	実施の期間
	第１段階の学習から始め,農家とのアプローチをはかる


研究課題１『農業支援』　研究―実習―週末体験･週末農業実践

研究課題２『里山再生』　研究―実習―週末体験･週末里山再生実践

「都市住民による農業･里山体験の機会を得ることと合わせ、持続的な農業･里山再生に貢献すること。“自らの体験による喜びと、結果としての社会貢献”」

『農業支援･里山再生研究グループ』活動計画　　2003.11.29.

エコ･シビルエンジニアリング研究会『農業支援･里山再生研究グループ』山口 功
	研究課題Ⅰ
	都市近郊の“里山”再生のあり方を研究する。

⑴ 都市部における里山の存在意義を考える

⑵ 稲城をフィールドに実践方法を構築する

⑶ 作業を通じて里山再生に貢献し満足を得る

	研究の目的
	現代都市社会において、農地や里山の存続･再生に我々がどのように関われるか、また我々がどのように里山での活動体験ができるかをテーマに実践を通してその方法論を構築し、再生に寄与する。

	研究の背景
	都市近郊の里山は、昭和30年代の燃料革命や都市的生活への変化により人の関与が薄れていった。本来の里山生態系を復活させることにより豊かな自然環境を取り戻すことが期待されている。都市住民と地主との間に互いに得する良好な関係が期待される。

	研究着眼点

と結果整理
	⑴基礎編(里山の学習)

①里山の存在が果たす社会的な意味をつかむ

　②間伐材等の流通を確立する

　③里山再生方法論と作業ごよみの意味をつかむ

⑵応用編(フィールドの選択)

　①都心から近くて里山が多く残っている多摩丘陵(特に稲城市)をフィールドにする

　②土地所有者とコンタクトをとり,信用を得,良好な関係を創る

　③会員を増やし安定した作業労力を確保する

⑶実践編(段階的実践)

　①山林作業技術の習得をはかる実習をおこなう

　②里山再生を志す土地所有者の作業を支援する

　③年間を通して,責任をもった里山の管理と間伐材等の利用

	研究の成果
	⑴ 都市近郊の里山の持続性と存在意義をつかむ

⑵ 里山管理作業に従事する会員個人の満足度を高める

⑶ 里山再生作業を通じて,社会支援･地域支援･自然環境保全に

貢献する

	実施の期間
	第１段階の学習から始め,各所で炭焼きなどの実習を積む


研究課題１『農業支援』　研究―実習―週末体験･週末農業実践

研究課題２『里山再生』　研究―実習―週末体験･週末里山再生実践

「都市住民による農業･里山体験の機会を得ることと合わせ、持続的な農業･里山再生に貢献すること。“自らの体験による喜びと、結果としての社会貢献”」
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